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グラフ等の貼り付け 

経済学部 E18A000X 永井雅人 

以下の文章は１９９４年頃にワープロソフトWordの練習用に作ったものです。ワープロ、つまりワ

ードプロセッサというのはその名の通り文書についていろいろと手を加えるものですから、何らかの

対象が必要なことから作りました。従いまして、文書の内容はどうでもいいことがダラダラと書いてあ

りますが、気にしないで下さい。 

ゴールデンウィークの前半に東京に遊びに行ってきましたが、その中から４月２９日について書こ

うかと思います。(^^; 

この日はまず、両国にある江戸・東京博物館へ行きました。ここは両国駅駅前の国技館に隣接し

て、最近出来たものです。館内は３分の２～４分の３程度が江戸時代について、残りが明治以降の 
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東京に関する展示となっており、各種の展示品の他、実物大の模型や、ミニチュアがあります。展

示品については文献などで見たものが多く、それ程の興味は引かれませんでしたが、江戸の町並

み、越後屋呉服店、芝居小屋などのミニチュアは非常に精巧に出来ており、見飽きないものでした。 

当日はコールデンウィークの最中でもあり、

また誰かの（スイマセン、全然知らない人です 

(^^ゞﾎﾟﾘﾎﾟﾘ）展示会も行っていたために、非

常に混雑しており、ざっと見てきただけです

が、２時間くらいはかかってしまいました。その

後、昼食を同じ建物の上に八百善（江戸時代

からある有名な料理屋です）があるというので              表のタイトル 

行こうと思いましたが、エレベータの列の最後 

尾に並び、だいぶ待たされてやっと来たエレ

ベータに乗った途端定員オーバーで降ろさ 

れてしまい (;_;、やむなく昼食はハンバーガ

ーとなってしまいました。江戸・東京博物館に

続いては、両国橋を渡り 、墨田川の河畔や柳橋、浅草橋の玩具の問屋街などを 
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見ながら浅草の雷門までぶらぶらと歩

き、仲見世をひやかして、浅草寺にお

参り、ちょっと休憩でもしようかと仲見世

の団子でも食べようかと思ったのです

が、折角ここまで来たのだから、言問

団子でも食べようとしたのが、運の尽

き。地図も無しにカンだけで歩き回っ

ていて、言問橋を渡って、言問団子の

看板を見つけたところまでは良かった

のですが、そこで迷ってしまい＼(ﾟﾛ＼)

ｺｺﾊﾄﾞｺ? (／ﾛﾟ)／ｱﾀｼﾊﾀﾞｱﾚ?、結局言

問団子の店に着いた時には昼食を

食べてから２時間位も歩き回ったこと

になりました。おまけに団子は甘いし

(~o~)。 

さてそろそろ帰ろうかと思いました

が、電車で帰るのも何なんで、浅草

まで戻り、水上バスで墨田川を下り、

東京湾の日の出桟橋（浜松町の駅

の側にあり、最近は横浜や幕張方面

の船でも賑わっているところです）ま

で行くこととしました。最近の墨田川は汚れてはいるものの臭いはなく、アサヒのビアホール（屋上

の金の雲○o｡･はやはり誰が見ても別の物にしか見えない）の脇を抜け、数々の橋の下を通って東

京湾に至ります。墨田川に架かっている橋は橋の展覧会と言われるように様々なものがありますが、

鉄骨のものがほとんどで、改めて万代橋の美しさを思い知らされます。因みにお茶の水の駅にある

聖橋（神田寄りの駅の上を跨ぎ、神田

川に架かる美しいアーチ形の橋です）

を作ったのも万代橋（新潟の信濃川河

口にある橋です）と同じ建築家です

（ゴメンナサイ<m(__)m>、名前を忘れ

ました）。最後に橋の下は通りません

が、レインボーブリッジが見えます。と

てもきれいな橋ですが、やはり夜見た

方がよりきれいにみえるようです。 

以上、東京半日のコースです。 

ちょっと文書量が少ないため、もう

構成比    

1960 30.2% 64.1% 5.7% 

1965 25.7% 68.0% 6.3% 
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2010 13.2% 63.8% 23.0% 
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一度同じ文書をコピーしておきます。 

ゴールデンウィークの前半に東京に遊びに行ってきましたが、その中から４月２９日について書こ

うかと思います。(^^; 

この日はまず、両国にある江戸・東京博物館へ行きました。ここは両国駅駅前の国技館に隣接し

て、最近出来たものです。館内は３分の２～４分の３程度が江戸時代について、残りが明治以降の

東京に関する展示となっており、各種の展示品の他、実物大の模型や、ミニチュアがあります。展

示品については文献などで見たものが多く、それ程の興味は引かれませんでしたが、江戸の町並

み、越後屋呉服店、芝居小屋などのミニチュアは非常に精巧に出来ており、見飽きないものでした。 

 

 

 

  

グラフ 2 

余分な文書を削除し、ここに第 8章、第 9章の 

感想や分かり難かった点などを記述 
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今後の講義予定 

12月 10日 （月） 講義 課題 4（後半）提出期限 

12月 17日 （月） 講義 

12月 25日 （火、月曜振替授業日） 講義 

  1月 7日 （月） 実習 課題 4（後半）最終〆切 

 1月 16日 （水、月曜振替授業日） 講義 

 1月 21日 （月） 休講 課題 5提出期限 

 1月 28日 （月） 講義 課題 5最終〆切 

 2月 4日 （月） 試験 

 

1 月 21 日はセンター試験の後片付けのため休講となりますが、要望があれば、実習の時間とし

て永井が対応することも考えられます。これを希望する場合は、永井までメールをお願いします。

連絡は、1月 16日（水）の昼までにお願いします。 

 

 


